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T O P I C S
「議会改革等特別委員会」の１年間を報告します！

大きく動き始めた議会
住民の皆さんのご期待に応えられる議会にして

いこうとの事で、２４年12月に設置し、１年間で、１４
回の協議や他自治体の視察等を行ってきました。
どの自治体議会も改革に取り組んでいました。本
町議会も新時代にふさわしい議会を目指します。

１年間で５０％以上の改革実現
１年間の協議の結果、左表のような結果とな
りました。提案のあった２７項目中、約50％にあ
たる１４項目を改革しました。「来期」を除いて
本年中に結論を出したいと思っております。

議員定数・報酬の検討開始
アンケート結果、意見の多かった項目のうち

「議長任期」と「議会報告会」は２６年度と来期
の課題としました。「一般質問」は１２月から改
革しました。今は一番難しい「議員定数と報酬」
についての協議を開始しております。

委員会の傍聴を企画
　開かれた議会を目指して、本委員会の傍聴を
企画しました。

日時：２月２１日（金）午前９時半～
場所：役場４階委員会室　定員：先着順１０名

どうぞ、お越しください。

　２４年秋、病に倒れ復帰に向けて療養中
でありましたが、１０月３１日をもって議員
辞職されました。任期半ばであり残念です
が、１日も早いご回復をお祈りいたします。
（議会議員・職員一同）

野崎議員が辞職されました

長期欠席議員の報酬・期末手当の
減額特別条例制定の検討開始

全国の多くの自治体で、長期欠席議員への報
酬等の支給に対して疑念の声が上がっておりま
す。「長期欠席議員に対してのペナルティも無
く住民の税金を払っているのか？報酬は仕事の
対価ではないのか？」など。本町議会も特別条
例の制定に向け、全員協議会で検討を開始しま
した。

　昨年１月、議会改革等特別委員会を設置す
るとき、委員会で取り扱う項目を全議員にア
ンケートを取りました。その結果、提案の
あった主な項目を下表にまとめてみました。

　議会では、2委員会合同で、昨年11月8日、二つの先進自治体を視察しました。福祉建設委員会は、東郷町の保育園
民営化。総務文教委員会は、学校教育の先駆的な改革を遂行した飛島村飛島学園です。

保育園指定管理者制度（東郷町） 小中一貫教育（飛島村）

東郷町 「西部保育園指定管理者制度」

当初から、民間委託（指定管理者制度）を目的に建設された保育園

①民間のノウハウを取り入れた質の高い保育サービスが提供されている。
②公費が削減された。職員数削減と若返りなどで、20％の減である。
③父母等からは、土日延長・異年齢保育などが好評である。

民間のノウハウが発揮されている

①クラスは、異年齢で構成。年少児、年中児、年長児が同じ部屋で保育を受けている。異年齢保育が定着して
いて、とても和やかであった。
②進級は持ちあがり。クラスの友達や担任はそのまま進級する。
③日常を大切にして、運動会や発表会など特別なことはしていない。
④園内に、子育て支援センターがあり、利用者の和気あいあいが清々しかった。

飛島村 「飛島学園小中一貫教育」

6・3制から小中一貫へ移行　（平成18年）

①小学校と中学校が1校しかなく、各学年の多くが1学級である。この現状
を利点として捉え、「飛島村教育特区」を取り入れた。

教室は間仕切りだけで、オープン。校舎は木造で、風光が巧みに採り入れられている。全学年が一
緒に給食を食べることができる広いホール、その他全てにおいて、ハード面は完備している。

いじめ、不登校は

①もともと、いじめ、不登校は無かったし、現在も無い。
②たとえば中学生が小学生の面倒をみるのが自然になっていて、それゆえ、小学生が上級生に対して、あこが
れや尊敬の念を抱くようになっている。

小中一貫教育の長所は

①思いやりの心が育った。中1ギャップがなく、スムーズに移行ができている。気持ちの切り替えがない分、新
鮮さがないが。

短所は

①中学と小学の授業時間や終業時間が異なるために、職員会議等、会議時間の調整が難しい。

先進地 に学ぶ

意見内容 進捗状況
議員定数・報酬
一般質問（一問一答）
議長任期（現在１年）
議会報告会
視察・研修のあり方
会期の運用（通年等）
会派制導入
政務活動費
住民等との意見交換
資料請求のあり方
慣習・申し合わせの明文化
常任委員会任期
分かり易い議会用語
議会中継

協議開始
１２月から実施
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
未
未
２６年度に検討
来期で検討
確認済み
明文化済み
条例改正済み
確認済み
検討中


